
１.事務事業の目的・概要

２.成果参考指標

3.事業費 4.改善策の実施状況

5.評価時点での現状（客観的事実・データなどに基づいた現状）

①困っている「状況」

②困っている状況が発生している「原因」

③原因を解消するための「課題」

８．今後の方向性（課題にどのような方向性で取り組むのかの考え方）

県内各病院へのアンケート調査結果

薬剤師の需要に対して供給が追いつかない状態が続いていると思われる。

本県で就業する魅力の周知

％

前年度の課題を踏まえた
改善策の実施状況

②改善策を実施した（実施予定、一部実施含
む）

実績値

達成率

－

思うように薬剤師が採用できないという病院、薬局が多い。

６.成果があったこと（改善されたこと）

0852-22-5257

事務事業評価シート

目
的

（１）対象 薬剤師

（２）意図 本県内の医療機関及び薬局の希望を満足する数の薬剤師を確保する。

高校生等を対象としたセミナー事業を実施して薬科大学への進学者を後押しする等、本県出身の薬剤師を育成する。
各薬科大学を訪問して本県での就職への支援を依頼する等、本県で就業する薬剤師を確保する。

評価実施年度： 平成２９年度

28年度 29年度

0.0 0.0

事務事業の名称 医療従事者確保対策事業

事務事業担当課長 薬事衛生課長　柳　俊徳 電話番号

上位の施策名称
施策Ⅱ－３－３
医療従事者の養成・確保

県内病院における薬剤師の不足数
目標値 0.0 0.0

30年度 31年度年度 27年度

平成26年度の薬剤師調査（２年毎に実施）において、人口10万人当たりの薬局・医療施設に従事する薬剤師数が全国平均170.0人のところ本県は156.0人であ
り、都道府県別順位で31位である。

うち一般財源（千円） 0 0

達成率

％

人

実績値

取組目標値

－

事　業　費（b）（千円） 1,311 1,900

本県から薬科大学へ進学する者を増加させる。
本県出身者を中心に、薬科大学の学生の本県での就業を推進する。
薬剤師の体験型研修プログラムの実施に向けた検討を行う。

７.まだ残っている課題（現状の何をどのように変更する必要があるのか）
東部と西部、計2か所でセミナー事業を実施し
たところ、115名の参加があった。

－ － －

前年度実績 今年度計画

取組目標値
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成果参考指標名等
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